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雪
害
調
査
や
積
雪
の
観
測

高
　
山

四
日
町

　
降
雪
期
を
前
に
、
い
ま
市
内
で
雪

害
対
策
施
設
の
流
雪
溝
や
消
雪
パ
イ

ブ
の
設
置
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
豪
雪
と
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
、
こ
と
し
は
県
企
画
部
豪

雪
地
域
振
興
課
と
合
同
で
雪
害
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
積
雪
観
測
も
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
雪
害
対
策
施
設
」

　
●
流
暑
溝
工
事

　
昨
年
度
本
町
通
り
、
高
田
町
、
駅

通
り
に
延
長
二
千
五
百
㌶
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
引
続
き
本
年
は
国
道
一

一
七
号
線
川
治
、
山
本
地
区
に
延
長

千
六
百
三
十
耕
を
実
施
中
で
す
。
工

費
千
四
百
万
円
。

　
●
消
雪
バ
イ
ブ

　
道
路
の
中
央
に
埋
め
た
パ
イ
プ
か

ら
井
戸
水
を
流
し
て
雪
を
消
そ
う
と

す
る
も
の
で
長
岡
市
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
ん
ど
十
日
町
市
に
は
じ

め
て
試
験
的
に
実
施
す
る
も
の
で
本

年
は
国
道
一
一
七
号
線
四
日
町
地
区

千
二
百
耕
、
国
道
二
五
三
号
線
高
、

で
消
雪
パ
イ
．
7
を
設
置

山
地
区
千
二
百
耕
を
五
千
百
万
円
で

工
事
中
で
す
。

　
●
圧
雪
用
雪
上
車

　
幹
線
の
無
雪
化
と
と
も
に
山
間
部

落
の
冬
期
間
の
道
路
確
保
と
い
う
こ

と
で
市
で
は
圧
雪
用
雪
上
車
（
キ
ャ

タ
ピ
ラ
付
耕
う
ん
機
）
の
購
入
あ
っ

せ
ん
を
し
て
補
助
金
を
交
付
し
よ
う

と
い
5
も
の
で
本
年
は
下
条
地
区
二

台
　
中
条
地
区
一
台
、
水
沢
地
区
二

貯
齢

台
、
吉
田
地
区
一
台
、
計
七
台
の
購

入
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
一
台
の
価

格
は
三
十
一
万
四
千
円
で
十
五
万
円

の
補
助
が
で
ま
す
．

「
雪
害
調
査
」

　
市
商
工
課
。
市
長
室
、
県
企
画
部

と
の
合
同
企
画
で
行
な
わ
れ
る
も
の

で
市
内
全
域
か
ら
五
十
三
世
帯
を
抽

出
し
．
そ
の
該
当
世
帯
が
自
か
ら
調

査
員
と
な
っ
て
自
分
の
家
の
雪
害
費

用
な
ど
に
つ
い
て
十
一
月
の
雪
囲
い

か
ら
四
月
の
消
．
雪
ま
で
大
体
つ
ぎ
の

内
容
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

（
内
容
）

一
、
建
築
関
係
　
除
雪
費
、
雪
囲
費

二
、
交
通
関
係
　
雪
道
ふ
み
、
雪
道

　
　
　
　
　
　
　
除
雪

三
、
生
計
費
　
　
薪
炭
費
　
照
明
費

　
　
　
　
　
　
　
越
冬
用
貯
蔵
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
越
冬
用
器
具
代
、

　
　
　
　
　
　
　
診
療
費

「
積
馨
観
測
」

　
市
内
小
中
学
校
の
う
ち
か
ら
十
力

校
を
選
び
、
そ
の
学
校
か
ら
該
当
地

域
の
観
測
地
点
を
定
め
て
、
積
雪
量

気
温
　
天
気
な
ど
を
記
録
し
て
も
ら

う
も
の
で
つ
ぎ
の
学
校
が
委
託
を
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
標

高
。
　
（
米
）

下
条
中
（
一
〇
三
）
、
東
下
組
小
（
二

〇
五
）
中
条
中
（
二
二
〇
）
、
飛
渡

第
一
小
（
三
〇
〇
）
、
大
池
小
（
五

〇
〇
）
、
水
沢
中
（
一
ハ
○
）
、
野

中
小
（
五
〇
Q
）
、
六
箇
小
（
四
五

〇
）
　
樽
沢
小
（
二
七
五
）
、
真
田

小
（
三
五
〇
）

「
融
雪
実
験
」

　
東
北
電
力
が
こ
と
し
試
験
的
に
実

施
す
る
も
の
で
県
下
で
高
田
、
長
岡

十
日
町
の
三
ヵ
所
で
す
が
．
遠
赤
外

線
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
融
雪
実
験
で

す
．
実
験
用
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
場
所

は
本
町
通
り
で
す
。

　
　
　
　
（
写
真
は
簡
易
雪
上
車
）

十
二
月
二
日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
十
二
月
一
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
次
の

か
た
は
登
録
申
出
書
を
市
選
挙
管
理

ノ
’
ノ
’
1
ノ
〆
同
詞
ノ
〆
ノ
ノ
Z
ジ
髪
ノ
〆
〆
〆
ノ
ノ
ノ
〆
5
葬
5
詞
多
〆
ノ

多
’
ノ
”
ノ
同
壼
’
甕
漣
嚢
同

ミ
憂
多
β
蓼

　
第
四
回
臨
時
市
繊
会

十
一
月
四
日
開
会
（
一
日
）

　
議
案
処
理
結
果

▽
十
日
町
市
消
防
団
員
任

　
免
給
与
服
務
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
制
定

▽
町
及
び
字
の
区
域
並
び

　
に
名
称
の
変
更

▽
宇
の
区
域
の
廃
止
（
以
上
総
務
財

政
委
員
長
報
告
）

▽
十
日
町
市
清
掃
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定

▽
十
日
町
市
葬
火
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

▽
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）

▽
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

▽
昭
和
四
十
三
年
度
＋
日
町
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

▽
十
日
町
市
譲
会
会
議
規
則
の
全
部

改
正
に
つ
い
て

▽
＋
日
町
市
議
会
常
任
委
員
会
及
び

特
別
委
員
会
条
例
の
全
部
改
正
に

　
つ
い
て

▽
十
日
町
市
議
会
傍
聴
人
取
締
規
則

　
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
以
上
原
案
可
決
）

▽
二
俣
口
冬
季
分
校
々
舎
改
築
に
関

す
る
請
願

▽
四
日
町
市
営
住
宅
集
会
場
設
置
に

関
す
る
請
願
（
以
上
文
教
厚
生
委

員
長
報
告
）
　
　
（
以
上
採
択
）

▽
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
水
道

事
業
決
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
計

算
書
（
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
特
別
委
員
長
報
告
）
（
以
上
認
定
）

▽
専
決
処
分
承
認
（
総
合
整
備
計
画

　
田
麦
）
　
　
　
　
（
以
上
承
認
）

▽
十
日
町
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

▽
十
日
町
市
特
別
職
の
職
員
で
、
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
並
び
に
地
方
自
治
法
第
二
〇
七

条
に
よ
る
実
費
弁
償
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

▽
十
日
町
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
ダ
服
務
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
（
以
上
総
財
付
託
）

▽
本
町
下
水
路
支
線
二
号
改
修
に
関

　
す
る
請
願

マ
昭
和
町
四
丁
目
本
通
り
消
雪
施
設

　
に
関
す
る
陳
情

▽
昭
和
町
四
丁
目
本
通
り
冬
季
中
間

　
除
雪
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
（
以
上
建
設
委
員
会
付
託
）

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
と
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
．

1
、
十
二
月
一
日
で
満
二
＋
歳
に
な

　
る
者
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二

　
日
以
前
に
生
れ
た
人
）
住
民
登
録

　
に
よ
り
、
該
当
者
に
往
復
ハ
ガ
キ

　
を
発
送
し
ま
し
た
が
該
当
者
で
ハ

　
ガ
キ
の
届
か
な
い
方
も
登
録
申
出

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
選
挙
権
が
あ
る
者
で

　
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
引
き
続

　
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市
の
区
域

　
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

3
、
い
ま
ま
で
の
名
簿
に
漏
れ
た

　
人
。

優
秀
賞
に
上
村
さ
ん

四
十
三
年
度
米
多
収
穫
共
進
会

　
昭
和
四
＋
三
年
度
十
日
町
市
米
多

収
穫
共
進
会
表
彰
式
は
、
去
る
五
日

市
農
協
で
行
な
わ
れ
、
優
秀
賞
に
上

村
藤
吉
さ
ん
（
南
鐙
坂
）
を
は
じ
め

つ
ぎ
の
＋
二
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

▽
優
秀
賞
“
上
村
藤
吉
（
南
鐙
坂
）

「
秋
晴
れ
」
七
百
三
十
七
・
七
㌔
▽

優
秀
賞
“
涌
井
平
五
郎
（
高
島
）

「
フ
ジ
、
・
・
ノ
リ
」
七
百
二
十
七
・
二

㌔
．
柳
馨
（
高
島
）
「
で
わ
み
の

り
」
七
百
十
六
・
九
㌔
▽
佳
良
賞
”

高
橋
国
臣
（
城
之
古
）
　
「
、
・
・
ヨ
シ
」

七
百
十
一
・
八
㌔
、
涌
井
徹
（
高

島
）
　
「
フ
ジ
、
ミ
ノ
リ
」
七
百
八
・
一

㌔
、
島
田
利
久
（
北
鐙
坂
）
「
金
南

風
」
七
百
四
・
八
㌔
▽
努
力
賞
“
高

橋
福
美
（
伊
達
）
「
新
木
三
号
」
六

百
九
十
六
・
三
㌔
．
宮
沢
昭
平
（
伊

達
）
　
「
日
本
海
」
六
百
九
十
四
・
六

㌔
、
野
上
和
男
（
高
島
）
「
秋
晴

れ
」
六
百
七
十
一
・
六
キ
ロ
、
遠
田
国

夫
（
川
治
上
町
）
「
の
り
く
ら
」
六

百
五
十
六
・
三
キ
・
、
金
沢
辰
雄
（
太

田
島
）
　
「
フ
ジ
、
ミ
ノ
リ
」
六
百
五
十

三
・
五
キ
。
、
小
林
利
治
（
城
之
古
）

「
日
本
海
」
六
百
五
十
・
三
キ
。
。

　
　
来
年
一
月
か
ら

　
　
五
十
円
引
上
げ

　
　
　
　
国
民
年
金
保
険
料

　
来
年
一
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
五
十
円
あ
が
り
ま
す
。
現
在
二
百

円
の
人
（
二
十
才
－
三
十
四
才
）
が

二
百
五
十
円
。
二
百
五
十
円
の
人

雪
ま
つ
り
は
二
月
八
、
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
回
記
念
で
写
真
集
も

　
雪
ま
つ
り
推
進
協
議
会
は
、
去
月

二
十
六
日
商
工
福
祉
会
舘
で
開
か
れ

来
年
の
雪
ま
つ
り
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
雪
ま
つ
り
期
日
は
、
二
月
八

日
（
土
）
、
九
日
（
日
）
の
二
日
間

と
決
ま
り
、
行
事
は
例
年
の
と
お
り

雪
上
き
も
の
シ
ョ
：
を
中
心
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
雪
ま

つ
り
は
二
＋
回
目
に
あ
た
る
た
め
、

盛
大
に
行
な
わ
れ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
二
十
回
を
記
念
す
る
雪
ま

つ
り
写
真
集
も
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
関
係
者
の
手
で
編
集
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
雪
の
芸
術

を
中
心
と
し
た
従
来
の
写
真
集
と
異

な
り
、
こ
の
ほ
か
に
雪
国
の
生
活
を

多
面
的
に
紹
介
す
る
内
容
も
含
ん
だ

趣
き
の
あ
る
も
の
で
す
。

璽
講・

趨罐甥曝

　　　3　　　＝　　　＝　　　＝　　3　　＝　　3＝　富＝　器3
器

（
三
十
五
才
以
上
）
は
三
百
円
に
な

り
ま
す
．
も
ち
ろ
ん
保
険
料
の
引
き

上
げ
を
す
れ
ば
、
国
が
負
担
す
る
額

三
百
円
の
人
に
は
百
五
十
円
を
国
が

た
し
ま
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
し

を
増
額
す
る
の
は
当
然
で
保
険
料
が
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ニ
百
五
十
円
の
人
に
は
百
二
十
五
円
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
“

村
山
正
明
氏

　
市
内
伊
達
、
市
会
議
員
村
山
正
明
＝

氏
は
去
る
十
三
日
、
市
議
会
建
設
委

員
会
に
出
席
中
、
脳
盗
血
で
た
お
れ

同
日
十
日
町
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
一

た
。
　
村
山
氏
は
旧
水
沢
村
村
議
二
期
つ

と
め
、
十
日
町
市
と
の
合
併
に
功
労
，

が
あ
り
ま
し
た
．
合
併
後
は
、
市
議

と
し
て
総
務
財
政
委
員
長
、
二
期
目

の
現
在
は
建
設
副
委
員
長
を
つ
と
め

特
に
雪
害
対
策
特
別
委
員
長
と
し
て

市
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
職
員
（
栄
養
士
）

募
集

e
栄
養
士
の
資
格
の
あ
る
者
で
三
十

　
才
以
下
　
一
名

　
給
与
は
一
般
職
の
初
任
給
基
準
に

　
よ
る
．

　
採
用
予
定
期
日
　
昭
和
四
十
四
年

⇔
受
験
申
込
　
自
昭
和
四
十
三
年
十

　
一
月
十
五
日
　
至
昭
和
四
十
三
年

　
十
一
月
三
十
日

日
採
用
試
験
　
昭
和
四
十
三
年
十
二

　
月
中
旬

㈲
試
験
方
法
　
口
述
試
験

国
申
込
方
法
　
履
歴
書
（
本
人
の
写

　
真
貼
付
）
　
受
験
申
込
書
　
資
格

　
を
証
す
る
書
類

㈹
不
明
の
点
は
教
育
委
員
会
又
は
市

　
役
所
市
長
室
に
お
問
い
合
せ
く
だ

　
さ
い
．

　
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

●
市
民
排
球
大
会

と
き
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

●
合
唱
教
室

と
　
き
　
十
一
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
夜
七
時
か
ら

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
舘

●
二
市
三
郡
羽
球
大
会

と
き
十
二
月
八
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

　
ゆ
う
あ
い
号
（
献
血
車
）

　
の
日
程

　
日
時
十
一
月
十
九
日
（
午
前
十
時

　
　
　
　
～
十
一
時
三
十
分
、
午
後
一

　
　
　
　
時
≧
三
時
）

　
　
　
　
新
座
第
四
、
睦
織
物
株
式
会

　
　
　
　
社
女
子
寮

　
日
時
　
十
一
月
二
十
二
日
（
午
前
十

　
　
　
　
式
会
社
女
子
寮

　
　
●
一
日
社
会
保
険
相

　
　
　
談
所

　
　
と
　
き
　
十
一
月
二
十
日
（
水
）
午

　
　
　
　
　
　
前
＋
時
～
午
後
三
時

　
　
と
こ
ろ
　
十
日
町
商
工
会
議
所
前

　
　
相
談
内
容
　
健
康
保
険
、
厚
生
年

　
　
　
　
　
　
金
保
険
、
旦
雇
労
彷
者

　
　
　
　
　
　
健
康
保
険
、
国
民
健
康

　
　
　
　
　
　
保
険
、
国
民
年
金
等
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て
相
談
、
苦
情
。

．
．
場
所
本
町
六
丁
目
一
睦
織
物
株
式

．
．
　
　
　
会
社
十
日
町
工
場

，
　
　
　
時
≧
十
二
時
、
午
後
一
時
≧

0
9．

．
　
　
　
三
時
）

0
0．
．
場
所
　
幽
本
町
五
丁
目
関
芳
織
物
株

0
0

9
0

0
9
0
0

0
0
0
9

1
0

繍

一322一
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三
力
年
計
画
で
今
年
度
か
ら
着
手

総
事
業
費

　
昨
年
度
事
業
を
完
了
し
た
吉
田
小

泉
地
区
の
農
業
構
造
改
善
に
引
き
続

き
四
＋
三
年
度
か
ら
山
谷
地
区
も
、

四
十
五
年
度
ま
で
の
三
力
年
継
継
で

小
泉
地
区
と
同
様
、
米
を
基
幹
作
目

と
し
た
ほ
場
整
備
事
業
近
代
化
施
設

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
実
施
計

画
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
ほ
場
整
備
事
業

　
水
田
一
枚
の
大
き
さ
を
二
十
ア
ー

　
ル
（
二
反
歩
）
十
ア
ー
ル
、
七
・

　
五
ア
ー
ル
区
画
と
す
る
も
の
で
す

　
総
事
業
費
は
約
一
億
二
千
万
円
で

約
一
億
五
千
万
円

　
こ
の
う
ち
国
が
五
割
、
県
が
二
割

　
の
補
助
を
し
ま
す
。

　
第
一
年
度
の
四
十
三
年
度
は
、
四

　
百
万
円
の
事
業
が
行
な
わ
れ
ま

　
す
。

②
経
営
近
代
化
施
設
事
業

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
動
力

　
刈
取
機
、
動
力
脱
穀
機
、
籾
乾
燥

　
調
整
施
設
な
ど
の
近
代
施
設
を
導

　
入
す
る
も
の
で
、
約
二
千
五
百
万

　
円
の
事
業
で
、
国
か
ら
五
割
補
助

が
あ
り
、
四
十
四
年
、
四
十
五
年

度
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

な
お
事
業
主
体
が
、
ほ
場
整
備
事

業
は
山
谷
土
地
改
良
区
、
経
営
近

代
化
施
設
事
業
は
．
山
谷
集
団
栽

培
組
合
で
受
益
戸
数
は
、
百
二
十

九
戸
で
す
．
こ
の
事
業
の
完
了
に

よ
り
樽
沢
、
小
泉
、
山
谷
、
稲
葉
の

百
六
十
㌶
の
市
の
水
稲
機
械
化
経

営
モ
デ
ル
団
地
が
完
成
し
ま
す
。

（
写
真
は
整
備
さ
れ
る
山
谷
地
区
）

金
賞
は
高
橋
君
ら
六
人

　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
ボ
ス
タ
ー
入
賞
者
決
ま
る

　
市
消
防
後
援
会
で
は
、
防
火
思
想

を
高
め
る
た
め
、
市
内
小
学
校
児
童

に
よ
る
火
の
用
心
ポ
ス
！
タ
を
募
集

し
ま
し
た
が
、
二
百
七
十
二
点
が
集

ま
り
、
審
査
の
結
果
つ
ぎ
の
と
お
り

入
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。

一
年
生
▽
金
賞
髄
太
田
冬
二
（
鐙

島
）
▽
銀
賞
”
高
橋
由
紀
子
（
川

治
）
か
み
む
ら
せ
い
こ
（
馬
場
）
▽

銅
賞
“
樋
口
昭
夫
（
水
沢
）
ち
は
ら

り
よ
う
こ
（
十
日
町
）
ほ
し
の
ゆ
う

じ
（
下
条
）

二
年
生
▽
金
賞
“
村
山
篤
（
馬
場
）

▽
銀
賞
“
小
宮
山
幾
男
（
大
井
田
）

阿
部
信
一
（
川
治
）
▽
銅
賞
”
く
ぼ

田
よ
う
一
（
飛
一
）
池
田
靖
子
（
飛

一
）
根
津
朝
子
（
十
日
町
）

三
年
生
▽
金
賞
“
保
坂
保
（
十
日

町
）
▽
銀
賞
u
水
落
輝
昭
（
鐙
島
）

岩
田
晃
（
中
条
）
銅
賞
”
水
落
留
美

子
（
東
下
組
）
藤
ノ
木
志
津
子
（
中

条
）
池
田
敬
（
十
日
町
）

四
年
生
▽
金
賞
“
田
口
芳
広
（
十
日

町
）
▽
銀
賞
”
藤
木
秀
人
（
十
日

町
）
増
井
み
ど
り
（
川
治
）
▽
銅
賞

“
庭
野
か
つ
ら
（
十
日
町
）
阿
部
勇

次
（
十
日
町
）
高
橋
卓
美
（
十
日

町
）五
年
生
▽
金
賞
ー
庭
野
百
合
子
（
赤

倉
）
▽
銀
賞
“
庭
野
敏
明
（
赤
倉
）

幸
田
典
也
（
川
治
）
▽
銅
賞
“
小
杉

典
子
（
下
条
）
登
坂
良
雄
（
十
日

町
）
上
村
勇
（
十
日
町
）

六
年
生
▽
金
賞
“
高
橋
準
市
（
川

沢
）
菅
村
絹
子
（
十
日
町
）
▽
銅
賞
　
日
町
）
酒
井
誠
（
十
日
町
）
．

　
　
年
金
の
二
重
払
い
に
ご
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
稼
者
の
皆
さ
ん
へ

治
）
　
▽
銀
賞
“
上
村
万
代
子
（
水
　
“
金
井
秀
樹
（
馬
場
）
小
林
茂
（
十
旧

　
十
一
月
か
ら
来
春
ま
で
出
稼
ぎ
を

さ
れ
る
皆
さ
ん
で
、
各
事
業
所
の
厚

生
年
金
、
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
　
事
業
所
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
は
、
出
稼
ぎ
す
る
さ
い
に
国
民

健
康
保
険
証
⑬
と
二
重
に
な
り
、
保

険
料
も
二
重
に
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。②
事
業
所
の
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
方
は
、
国
民
年
金
と
二
重
に
保
険

料
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
将

来
老
令
年
金
を
も
ら
う
さ
い
は
、
二

重
に
払
っ
た
分
だ
け
よ
け
い
に
老
令

年
金
を
も
ら
う
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
市
役

所
市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
澱

　
昭
和
四
†
二
年
度
共

　
同
募
金
実
績

　
共
同
募
金
総
額
百
八
十
七
万
七
千

円
県
共
同
募
金
配
分
額
百
七
十
三
万
胤

五
千
円
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

　
寄
　
　
附
　
　
　
．

　
市
内
袋
町
西
織
物
業
菅
村
純
一
さ
剛

ん
は
、
父
の
死
亡
に
よ
る
香
典
返
し
㎜

と
し
て
五
万
円
也
を
社
会
福
祉
事
業
㎜

に
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
綿

二
十
五
日
ま
で
に
手
続
き

職
業

　
職
業
訓
絶
所
で
は
、
昭
和
四
＋
四

年
四
月
入
所
の
訓
練
生
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
入
所
希
望
者
は
、
十
一
月
二
十
五

日
ま
で
に
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
ま
た
は
職
業
訓
練
所
へ
間
い
合
わ

せ
の
う
え
、
手
続
き
を
お
と
り
く
だ

さ
い
。

◎
入
所
資
格

　
年
令
に
制
限
な
く
、
義
務
教
育
を

修
了
し
た
人
（
三
月
に
中
学
校
、
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

◎
訓
練
期
間
　
　
　
　
斜

　
一
力
年

◎
特
典

ω
授
業
料
は
無
料
で
す
。

②
国
鉄
、
私
鉄
の
学
生
定
期
券
及
び

…
…
目
…
…
一
…
…
…
…
…
一
一
一
…
一
…
目
…
…
一
一
一
…
…
…
…
…
鱒
…
目
…
…
・
…
一
…
…
…
目
…
一
…
≡
…
…
一
…
聞
ロ
…
一
…
…
一
…
一
一
，
…
…
…
…
…
…
…
§
垂
騨
…
馨
…
…
一
…
…
≡
一
葦
…
…
…
…
儒
…
…
…
≡
…

「
日
本
口
」

市
長
賞
「
冬
」

　
　
　
　
東
条
　
麗
子
（
津
　
南
）

奨
励
賞
　
山
田
　
賢
三
（
山
　
本
）

　
　
　
　
田
村
順
一
（
上
新
田
）

「
洋
圃
」

市
長
賞
「
教
会
の
あ
る
町
」

　
　
　
　
阿
部
　
正
明
（
北
新
田
）

奨
励
賞
　
野
崎
　
孝
栄
（
稲
荷
町
）

　
　
　
　
山
田
　
善
彦
（
昭
和
町
）

　
　
　
　
平
原
義
二
郎
（
中
　
里
）

　
　
　
　
二
瓶
哲
夫
（
昭
和
町
）

佳
作
賞

「
版
画
」

柳水玉滝
沢品村沢

正
晴
（
本
町
六
）

三
郎
（
川
　
治
）

文
夫
（
川
西
町
）

正
子
（
昭
和
町
）

　
　
　
　
　
　
　
（
四
日
町
新
田
）

　
　
　
　
竹
内
英
一
（
太
田
島
）

　
　
　
　
横
尾
　
正
義
（
川
原
町
）

佳
作
賞
　
田
村
　
六
助
（
新
　
座
）

　
　
　
　
越
村
シ
ズ
子
（
西
　
浦
）

第
一
回
市
展
入
賞
者

奨
励
賞

「
書
道
」

市
長
賞

奨
励
賞

西
川
　
勝
雄
（
四
日
町
）

岩
田
　
武
（
八
幡
田
）

小
宮
山
三
次

　
　
　
　
大
久
保
恵
子
（
下

　
　
　
　
池
田
　
京
子
（
猿

「
写
真
」

市
長
賞
「
雪
ん
こ
」

倉町
））

奨
励
賞

佐前岩庭庭
藤田田野野

良
平
（
本
町
七
）

淳
一
（
学
校
町
）

正
幸
（
新
　
座
）

育
久
（
本
　
町
）

市
郎
（
稲
荷
町
）

「
新
し
い
美
術
」

市
長
賞
　
村
山
　
正
彦
（
本
町
七
）

奨
励
賞
　
坂
東
健
次
郎
（
高
田
町
）

　
　
　
　
小
宮
山
幸
男
（
田
川
町
）

　
　
　
　
堀
川
　
紀
夫
（
旭
　
町
）

　
　
　
　
関
　
　
常
美
（
稲
荷
町
）

　
　
　
中
条
中
生
徒
六
人
（
団
体
）

訓
練
生
募
集

　
学
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
．
　
　
　
諾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

③
就
職
率
は
百
パ
ー
セ
ソ
ト
で
す
．
　
器

鍵
楚
吉
、
電
気
工
事
士
、
ガ
躍

ス
溶
接
土
な
ど
の
必
要
な
免
許
が
得
鵠

ら
れ
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
縄

▽
新
潟
（
新
潟
市
）
“
機
械
科
四
〇
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

仕
上
げ
科
三
〇
、
板
金
科
二
〇
、
溶
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
嶋

接
科
一
〇
、
配
管
科
※
一
〇
、
製
材
蹴

機
械
科
二
〇
、
電
工
科
四
〇
、
自
動
㎜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

車
整
備
科
四
〇
、
ブ
β
ッ
ク
建
築
科
隅

※
一
〇
、
建
築
大
工
科
三
〇
、
測
量
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゆ

科
五
〇
▽
上
越
（
高
田
市
）
”
機
械
淵

科
四
〇
、
仕
上
げ
科
三
〇
、
溶
接
科
…

二
〇
、
電
工
科
二
〇
　
自
動
車
整
備
…

科
三
〇
、
建
築
大
工
科
二
〇
、
木
工
㎜

科
二
〇
▽
柏
崎
（
柏
崎
市
）
H
機
械
㎜

科
五
〇
、
仕
上
げ
科
二
〇
、
建
築
大
ー

工
科
二
〇
▽
三
条
”
鍛
造
科
四
〇
▽
㎜
・
・

三
条
（
三
条
市
）
“
機
械
科
四
〇
、
　
留

仕
上
げ
科
三
〇
、
溶
接
科
三
〇
▽
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
伽

日
町
（
十
日
町
市
）
織
機
調
整
科
三
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①昭和42年度決算状況

　　　　昭和42年度水道事業損益計算書
　　　　（昭和42年4月1日より昭和43年3月31日まで）

費　　　　　　用 収　　　　　　　益

科　　　　日 金　　額 科　　　　目 金　　額

1．営業費用 25，787，293円 1．営業収益 48，993，632円

（1順水及浄水費 9，026，326円 （1）給水収益 48，642，189円

（2）配水及給水費 4，401，729円 （2）その他の営業収益 351，443円

（3）統　係　費 7，220，696円 2．営巣外収益 1，694，593円

（4）減価償却費 5，049，330円 （1授取利息及配当金 258，4U円

（5）資産減粍費 54，382円 （2）他会計補助金 510，000円

（6）その他営業費用 34，830円 （31雑　収　益 926，182円

2．営業外費用 7、539，137円

（1）支払利息 7，507，034円

（2離　　支　出 32，103円

3．当年度純利益 17，361，795円

計 50，688，225円 計 50，688，225円

昭和42年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和43年3月31日現在）

昭和42年度給水業務量の状況

区　　分 42年度 41年度 増　減 比較

給水戸数（戸） 4，8＆1 4，472 411 109．2％

配
水
量

総　量（認） 2，542，962 2，097，373 445，589 121．2％

一日最大（ゴ） 10，190 7，572 2，618 134．6％

一日平均（ゴ） 6，967 5，746 1，202 121．2％

有収水量（甜） 1，573，744 1，350，596 223，148 116．5％

有収率（％） 61．9 64．4 △25 96．1％

資　　　　　　産　　　　　負　債　及　貸　本

科　　　目 金　　額　　　科　　　目 、．　額

1．固定資産 233，266，622円　　1．固定負債 1，029，651円

2．流動資産 22，824，722円　2．流動負債 212，250円

3．繰延勘定 468，000円　　3．資本金 237，955，648円

4．当年度純利益 17，361，795円

計 256，559，344円　　　計 256，559，344円

昭和42年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　（昭和43年l　l月4日議決）

②昭和43年度上半期業務状況
　　（昭和43年4月1日より昭和43年9月30日まで）

損益計算書

畠3，025万円
営　収益

営業外収益77万円

純利益
，012万円箒叢朧禰

収益

費用2，013万円

貸借対照表

負債・資本　2億7，513万円資産　2億7，513万円

騨・評み平」　　　負債士，●．　一認

雛離撒難
搬潔撚1動資麗　　憲
欝嚢嚢i懲團
　　給水業務量の状況

17，361，795円

14，847，000「【ヨ

棘禰
4，847，000円
10，000，000円

1．当年度未処分利益剰余金
2．利益剰余金処分額
　（1）減債積立金
　（2）建設改良積立金
3．翌年度繰越利益剰余金

区　　分 43年度
　、卜．半期

42年度
　．L半期 増　減 比較

給水戸数（戸） 5，104 4，674 430 109．2％

配
水
量

総　量（司 1，472，353 1，239，844 232，509 118．8％

一一日最大（の 11，157 8，376 2，776 133．2％

一日平均（皿’） 8，046 6，775 1，271 118．8％

有収水量（効 945，398 797，251 148，147 118．6％

有収率（％） 64．2 64．3 △0．1 99．8グ
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